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随怒

tけ
山木
川町
き
の
私
に
とっ
て 、
海
外
出
娠
のAH
川の

来
し
み
は 、
思
わ
ね

機会
にい
い
出
必
に
川
会
う
こ

と
で
あ
る 。

昨
年
は
五
川
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
点
ア
ジ
ア
専
門
家

会
議
が
あ
り 、
そ
の
前
日
にニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に一
泊

し
て
時
事
通
信
社
の「
時事
トッ

プ・
セ
ミ

ナ
ー」

で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が 、
当
夜
は
カ
l

ネ
ギ

ー・
ホ
ール

て
デ
トロ
イ
ト
交
響
楽
団
の
現
代
背
楽

（
シェ
l

ンベ
ル
ク）
を
楽
し
ん
だ 。

、

tb
tζ
f品
hy

ー
ネ
ギ
1・

ホ
ール

の
チ
ケ
ッ
ト
は
売
り
切
れ
て
い

た
け
れ
ど 、
そ
の
よ
う
な
場介 ．て
ら
諦
め
ず
に 、
間

前
直前
に
行っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る 。
中J
疲
も
粁
下

の
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
で
は
あっ
たが 、
キ
ャ
ン
セ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た 。

こ
う
し
て
私
は 、
ウ
ィ
ー

ン
に
将い
た
そ
の
H
に

ウ
ィ
ー

ン・
フ
ィル
と
協
出
し
た
ポ
リ
lニ

の
ピ
ア

ノ
をコ
ン
ツェ
ル
ト・

ハ
ウ
ス
で
聴
い
た
り 、
情 一
川介

的
な
プ
リ
マ 、
プ
リ
セ
ツ
カ
ヤ
のバ
レ
エ
を
彼
女
の

亡
命
直前
に
ポ
リ
シ
ヨ
イ
劇
場 、て
満
喫
し
た
り 、
あ

る
い
は
真
冬
のバ
リ
の
小
さ
な
教
全 、
サ
ン
テ
チエ

ン
ヌ・
デュ
・

モ
ン
で
のバ
ロ
ッ
ク
の
催
し
ゃ
互
の

ザル
ツ
プ
ル
ク
郊
外 、
ヘ
ル
プ
ル
ン
日
殿
で
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
な
ど 、
栄
し
い
思
い
山が
い
くつ
か
ある 。

咋
駄
に
は 、
モ
ス
ク
ワ
で
第
六
川
日
ソ
川
市
会
識

が
あ
り 、

以
近
の
日
ソ

関係
や
北
店制
仁

川
．也
そ
め

ぐ
る
激
し
い
や
り
と
り
の
あ
t 、
リ
ヴ
オ
フへ ．
泊 カ

リウオフのオぺラ座
東京外国語大学教授

中嶋嶺雄（なかじまみねお）

の
小
旅
行に
行
く

機会
に
必
ま
れ
た 。
リ
ヴ
オ
フ
と

・百つ
で
も

馴染
み
の
的い
地
夕刊
で
あ
ろ
う
が 、
そ
こ

は
ソ

述
邦ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
同
の
阿
端 、
む
う
ポ
ー

ラ
ン
ド
問
境
ま
で
約
六
0
キロ
とい
う
位
間
に
あ
り 、

最
近
よ
う
や
く

外
同
人
旅
行
者
に
「

附
放」
さ
れ
た

人
U
七
O
万
の
都
市
で
ある 。
か
つ
て
十
四
世
紀
に

は
モ
ン
ゴ
ル
の
来襲
を
果
敢
に
防
い
だ
こ
の
地
も 、

十
八
世
紀
の
第一
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
別
でマ
リ
ア・

テレ
サ
治
下
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
簡
と
な
り 、
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
の
文
化
的
影
山押
下

に
入っ
た 。
今日 、て
は

ソ
連
領に
併令
さ
れ
て
し
まっ
た
が 、
モ
ス
ク
ワ
や

キエ
フ
と
京
間ヨ
ーロ
ッパ
と
を
結
ぶ
交
通
の ．
袋
衝

で
も
あ
る 。

街中が
石
川
み
の
リ
ヴ
オ
フ
は
秋
の
紅

柴に
映
え 、
あ
ち
こ
ち
に
ギ
リ
シ
ャ
．1w．
教
会 、
カ
ソ

リ
ッ
ク
教会 、
ア
ル
メニ
ア
教会
な
ど
のトH
い
建
物

が
並
ん
で
い
る 。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
強
制
移住
ま

で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
多か
っ
た
加
山
だ
け
に 、
こ

、』
が
ソ
述か
と

忠
わ
せ
た 。

そ
の
夜 、
私
た
ち
は
オペ
ラ
劇
場
に
案内
さ
れ
た

が 、
ネ
オ・
ル、不ツ
サ
ン
ス
線
式
の
こ
こ
の
オペ
ラ
庄

は 、
4

九
O
O
年
挫し止
と
の
こ
と
で 、
ま
さ
し
く
ウ

ィ
ー

ン
の
オペ
ラ
時
を
そ
の
ま
ま
少
し
小
さ
く
し
た

だ
け
とよけっ
て
よ
いけん
引
な
も

の
で
あっ
た 。
そ
の

伎
は 、
川
し

物
が「
’什μ
の
洲」AKル川和
の
た
め
か
渦
出

．て 、
終
出
し
た
時
は
も
う
伎
の
卜 ．

時に
近か
っ
た

け
れ
ど 、
仰
を
ι
つ
聴衆
は
人
む
い
なか
っ
た 。
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